
JFS規格セクターG適合証明取得について

食品安全マネジメント協会

（フードサービス）

株式会社オーシャンシステム
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社名
株式会社オーシャンシステム
(OCEAN SYSTEM CORPORATION)

本社所在地
〒955-0845
新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号

事業内容
食品スーパーによる店舗展開、企業向け日配弁当等の製造・販売
ならびに食堂運営の受託、夕食食材セットの宅配、割烹旅館
「海風亭 寺泊 日本海」の経営等。

JFS規格（フードサービス）セクターG第１号適合証明
株式会社オーシャンシステム ランチサービス事業部 群馬店
※ 大量調理施設（弁当製造）
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新潟県、群馬県、茨城県、千葉県、北海道

新潟県
新潟県、群馬県、北海道

新潟県、⾧野県、富山県、群馬県、
茨城県、福島県、山形県、宮城県、秋田県

新潟県

新潟県、東京都（銀座）
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HACCPの義務化と
食品安全へのブランディング

ステップアップの必要性
・HACCPの制度化に伴い、全ての食品施設がシステムを導入
・HACCPシステムの運用がスタンダードとなる
・競合他社との差別化を図るための、安全管理システムの構築が必要
・単品認証ではなく、日配日替り弁当として認証される規格に変更したい
・もう少し日本国内で通用する規格へのステップアップが出来ないか?

JFS規格へのチャレンジ
・出来れば弁当給食としてのマネジメント認証を受けたい
・世間に通用する規格に取り組みたい
・消費期限が短い弁当給食に合った要求レベルが良い
・自社の他事業（中食、外食）にも適用できる規格は
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JFS規格セクターG適合証明を受けた感想
品質管理担当者の声
・この規格のガイドラインでは安全の土台となるGMP、ハザードを制

御するHACCP、安全管理のシステムFSMのいわゆる3本の柱の要求
事項が明確で、整理されており、安全な商品を作り出すための仕組み
が分かりやすかった。

・ガイドラインには、それぞれ具体的事例や考え方、解説など、何をど
のようにやれば良いかが書かれており、比較的スムーズにシステム
を構築することができた。

・ハード面での大きな課題は、ソフト面でしっかり管理することで適合
とされる部分も数多くあった。

・業種的にメニュー数が多く、危害分析も容易でないと予測していたが、
各工程ごとのフローダイヤグラム化で対応が可能であった。

・JFS-B規格の要求事項の48項目に対して、セクターGは35項目と
業種の特色にあわせて弾力的に考え作られていることを感じた。
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店⾧と工場⾧の声

・安全システムは人で動くことが分かった

・５Sのレベルで安全度が見えるように感じた

・従業員の工場内での会話が変わってきた

・問題の発見や解決が早くなった

・毎日のやることが明確になり、整理されて効率が上がった

・指導が楽になった

JFS-G適合証明を受けた感想
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ありがとうございました。


